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乳　牛　の　け　い　牧　試　験

－Orchard grass単播草地におけるけい牧L

小松　芳郎・佐々木泰斗・村　松　　蘇

井上　隆書・花坂　昭吾・村　田　和子

（東　北　農　試）

筆者らは昭和27年以来Ladinocloverを中心とした

温播草地での乳牛のけい牧試験を行って来たが，その後

この方法は各地に普及し牛乳生産費の節減に寄与してい

る．しかしLadino cloverの利用割合が多くなるにつ

れて栄養的に不均衡になり易く，また鼓脹症等の障害も

一部では見られて来た．このような点を是正する一方法

としてイネ科牧草を史に多く取り入れることが考えられ

る．

栗山・佐々木l）はLadinocloverとイネ科牧草の混播

試級を行い，Orchardgrassが生産性の高いことを発

表している．

この試験はけい牧用草地の改善と利用法合理化の基礎

資料を得る目的で，先ずOrchardgrassの単播草地を

用いてけい牧を行い利用状況・生産に及ぼす影響等を

Ladino陵占草地でのけい牧と比較して調べた．

1．試　敦　方　法

Orchard　単体草地は1959年8月に，Ladino優占草

地は1952年に播種された．後者は播種後毎年けい牧に利

用されている．面街は各々40丘を用いた．施肥量は

Orchard単播草地では基肥N18．5kg，P2058．5kg，K20

22．9毎，追肥N38．2軸，P20512・8毎，K2040・5毎であ

る．Ladin0位占草地では基肥N18．2晦，P20518．8転

K2017．鈍才，追肥N43．3極，P20514．2たわK2083・8毎

を与えた（10α当り）．

その他の管理は前報2）に従った，

試験牛は第1表のとおりである．

第1表．試験牛
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けい牧方法は1頭当り20‘Zの草地を用いて行い1日4

時間けい牧した．長さ8桝の綱にけい牧用頭格をつけて

つなぎ，1時間当り1～3〃‡の割で杭を移動した．また

草生不良・牛尿散布直後等のけい牧に不適当と思われる

ときは，草種の同じ補助草地にけい牧した．補助飼料と

してOrchard grassの乾草を5～6kg夕方けい牧後に

与えた．

試験期間は第2表のとおりである．

第2表．試験期間
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調査項目は次のとおりとした．

採食量：佐々木・永松3）の方法により，けい牧前後の

体重差とけい牧中の排糞・排尿回数を観察し，排糞は1

回当り2隠　排尿は1回当り3均として加えた．

泌乳量：朝夕2回の搾乳ごとに計った．乳脂率は月2

回測定した．

革の飼料成分：けい牧時の採食部位に顆似するように

サンプリングし，常法により分析した．消化率は

Schneider4）の推定式により算出した．月2回測定した．

刈坂りによる草の生産量：草地内に5〝7×2〃まの区を

3区づつ作り一定の草丈のとき刈取った．

2∴結　　　　　果

1．草地の利用回数及び利用日敷

革地の利用回数はOrchard単播草地が14回，Ladino

俊占草地が15回であった．また利用日数はOrchard単

播草地が140日，Ladino優占草地が148日で，利用回数

別に見ると第3表のとおりである．利用日数の多い回は



東北農業研究　第4号

Orchard単播草地では3回日（6月7日～6月26日）

で21日，Ladino優占草地では第2回目（5月21′〉6月

5日）の16日であった，いずれも5月下旬から6月下旬

にかけて生育の盛んな時期であるが，Orchardでは採

食量が減少するため利用日数が多くなると考えられる．

第4表は月別利用日数でOrchard単播草地は7月に少

くなっている．また9月は両草地とも少い．

第3表．草地の利用期間及び利用日数
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第4表．月別利用日数

5月16月】7月

Orchard単播草地19

Ladino鮎草地甘項項26 14l28L148

2．利用量

毎日の採食量の合計を利用産として，利用回数別に示

すと第5表のとおりである．

第5表．利用回数別利用量（10（7当り）

草地利用讐い　2
Orchard単価草地
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胡1蒜遥

Ladino優占草地F23ナ457■290367

去‾二ま碧空亨軍区亘
Orchard単播草地
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計
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1

Orchard単播申：地での利用量は10‘Z当り2，250極で，

Ladino優占草地の56％，また乾物屋では445．5毎で81

153

％であった．

次に乳牛1日1頚当りの採食量を第1図に示す，最も

多かったのはOrchard単播草地では第1回目（5月13日

～5月20日），Ladino優占草地では第10・11回目（8月25

日～9月19日）で，それぞれ生草で47吻および62毎を採食

し，乾物重で体重の1．6％および1．9％を摂取している．

Orchard単播草地での採食量はLadino優占草地に

くらべて少く，また変化が大きい．

第1図．1日1頭当り採食量の変化

Ladino優占草地では10月中下旬を除いてほとんど50

kg以上を採食するが，Orchard単播草地では5月中旬

以外は40吻以下である．特に6月中下旬，8月中下旬に

少い懐きが見られ，10月下旬になると両草地とも採食量

が急激に減少する．

3．飼料成分と摂攻養分量

飼料成分含量の変化は第2図のとおりである．

Orchard単播草地でのDCP含量は1．05～3．94％と

変化が大きく，TDN含量は9．55～12．46％と　Ladino

優占草地より変化が少い．また，
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施肥・掃除刈り等の管理の影響を受け易いようであ

る．Ladino優占草地とくらベDCP含量は一般に少い

が，TDN含量はやや多い．第3図は摂取養分量の時期

的変化である．

Orchard単播草地での摂取養分量は，DCP・TDN

ともにLadino優占草地にくらべ少い・特に7月中旬以

降はその差が大きい．

この摂取養分量を飼養標準5）の養分量と比較して見る

と，標準量を100とするとOrchard単播草地での摂取D

cpは216～103，摂取TDNは104～91となり，Ladino

俊占草地では摂取DCPは337～175，摂取TNDは145

～80となった．これは，いずれも補助飼料のOrchard

grassの乾草の養分をも含めたものであるが・両草地と

もTDNが不足し勝ちであり，またLadino優占草地で

第6表．刈板　り　によ

草慧取り回数1」

Orchard単播草地・928

Ladino陵占草地

の摂取DCPが過多になり易いことは問題である・

4．泌乳量

試験前及び試験期間中のA・B2澤の泌乳量（FCM）

は第4図のとおりである．A・B2群ともOrchard単

播草地でのけい牧飼養時よりLadino優占草地にけい牧

した時の方が泌乳量が多かった．また各試歓期の後半20

日間を坂り摂取乾物量・摂坂養分量および泌乳量につい

て両草地を比較すると，いずれもOrchard単播草地が

少く，泌乳量はLadino優占草地の約67％を生産した・

第4図軋泌乳量（1日1頭当りFCM）

5．刈取りによる牧草生産量と利用畳

刈取りによる牧草の生産量は，Orchard単播草地で

は3197軸（8回刈取り）およびLadino優占草地では

5702鬼才（11回刈取り）で，前者は後者の56％の生産品で

あった．夙乾物ではOrcl－ard単播草地では63812毎を

生産し，Ladino優占草地の74％であった（第6表）．

この生産量とけい牧により採食された量との割合は，

いずれも70％で差がなかった（第7表）．
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3．結　　　　　び

Orchard単播草地でのけい牧は，この試験のような条

件と方法では，採食量・摂板養分量および泌乳量ともに

Ladino優占草地でのけい牧より少い．しかいLadino

cloverと混播することによりLadino優占草地のけい



東北農業研究　第4号

牧より更に生産の向上が期待される．Ladin0－Orchard

混播草地の管理方法・利用方法の検討が今後の問題であ

る．
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トラクターによる牧草栽培の一貫作業について

中　村　三代書・熊　谷　和　夫

（東　北　負　託）

1．は　じ　め　に

へイコンディショナー・テックーアンドレーキ・へイ

ローダーの導入を機会に，トラクターを中心とした牧草

栽培の一貫機械化作業体系が一応整ったので，従前の畜

力作業体系（昭和32年）と比較して農場運営上の立場か

ら検討を行なった．

2．方　　　　　法

1．圃場面前：75．5加の中牧草面把44．5血7

2．栽培作物名：牧草・玉筍黍・大豆・燕麦・馬鈴薯・

青刈玉筍黍・育刈ライ麦・青刈菜種・

練肥大豆および蘇芳

3．使用農機具．

農　機　具　名　　型　　　　式

トラクター

トラクター

リグ7－ジプルプ
ラウ

デスクハロー

スパイクソースハ

ライムソウ7－

マニュアースプレ

ッダー

シード，ドリル

モアー

へイコンディショ
ナー

サイドレーキテッ
ダー

グリンクロノブロ

ーダー

摘　　　安

ガソリン28．4PS

ディーゼル37．OPS

16〝×1ポットム

7’18〝24枚匁　　　前輪花塾

歯90本3促

ミカサ式8’

1，000極

し13粂播施肥機付き）
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テッダー7′誓曳

レーキ5′17も

5’
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ル／、－べスター製
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4．結果並びに考察

1．乾燥に要する期間及び作業体系に及ぼす影響

乾燥に要した日数は第1図に示すとおり，晴天の条件

下でへイコンディシaナー処理をすると翌日収納不能と

なるが，無処理のものは収納までに3日間を要した．へ

イコンデイシ三ナーのなかった畜力作業体系時に比べて

転草（テッダー作業）回数を鳩に減少させることがわか

った．乾牧草調製作業日数の短縮はへイコンディショナ

ーに負うところが大である．
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2．乾牧草調製期間中の作業日数

枚草栽培期間中で作業日蓼を最も多く必要とする6～

10月について比較検討を行なった．圃場での乾燥日数の

短鰍は第2図に示すとおりで，全牧草調製期間の短縮と
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